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三三視矛1
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㎜㎜闇1旧II聴田㎜闘1闘

箪

　　

@　

@
猶

氏
氏
、

勝
一

　　

@
利

田
木

議長に柏
．｝一

§
黒副議長に

　
　
　
圃
与
∴
べ
．
ン

リ
N
・
…
…
・
…

｝
　
＆
　
　
　
　
　
岬
・
マ
・
“
マ
凸
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
一

画
：
…
と
じ
て
保
存
下
さ
い
…
…
…
…
…
…
P
デ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

改
選
後
初
の
臨
時
市
議
会

・
新
役
員
き
ま
る

　
市
長
、
市
議
会
議

員
改
選
後
の
は
じ
め

て
の
第
二
回
臨
時
市

議
会
は
、
先
月
十
五

日
開
か
れ
、
新
し
い

正
副
議
長
を
選
挙
で

決
定
し
た
ほ
か
、
市

長
提
出
の
四
議
案
を

原
案
ど
お
り
議
決
し

ま
し
た
。

　
　
　
　
会
期
は
十

　
　
～

、詮

～
・
・
ミ

よ

摯i鍵

五
日
一
日
限

り
で
、
午
前

中
、
議
長
に

柏
田
勝
氏
、

つ
い
で
副
議

長
に
黒
木
利

一
氏
を
き
め

ま
し
た
。

　
各
常
任
委

員
、
特
別
委

員
は
議
長
指

．
名
で
、
ま
た

同
正
副
委
員

長
を
互
選
で

決
定
し
、
午
前
中
に
議
会
構
成
を
終
り

ま
し
た
。
　
（
各
委
員
会
の
構
成
は
別
表

の
と
お
り
）

収
入
役
に
は

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
③
公
平

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
④
養

老
院
納
骨
堂
の
設
置
に
つ
い
て
、
で
全

部
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▽
収
入
役
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　
収
入
役
河
野
孝
行
氏
が
昭
和
三
十
八

年
六
月
十
一
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の

で
そ
の
後
任
を
き
め
る
も
の
で
、
満
場

，
一
致
で
議
会
の
同
意
を
得
て
、
河
野
氏

が
再
び
収
入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
日
向
市
監
査
委
員
は
、
学
識
経
験
者

の
中
か
ら
選
任
す
る
委
員
と
議
会
議
員

の
中
か
ら
選
任
す
る
委
員
の
二
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
名
（
児

玉
清
客
、
黒
木
秋
好
氏
）
が
阻
和
三
十

八
年
六
月
二
十
日
越
任
期
満
了
と
な
る

，
．
邊
．

．
　
℃
己

．
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ベ

の
で
、
そ
の
後
任
を
き
め
る
も
の
で
学

識
経
験
者
の
中
か
ら
選
任
ず
る
委
員

に
再
び
児
玉
清
幽
を
、
議
会
の
中
か
ら

選
任
す
る
委
員
に
渋
谷
作
一
氏
を
き
め

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
、

▽
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
公
平
委
員
三
各
の
う
ち
、
石
本
義
明

氏
が
昭
和
三
十
五
年
六
月
五
日
で
任
期
．

満
了
と
な
る
の
で
、
そ
の
後
任
を
き
め

る
も
の
で
、
石
本
氏
が
再
び
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

簿◎委員長○副委員長

【議会運営協議会18名

◎林
○黒

　量
　薫

　馨

　　賢太郎
木　　　　進
輪　賢一郎
高　勝　義
岐　栄　治
木　利　通
木　勝　義
村　　　　詮

【工業開発調査特別委員会18名

『◎安　藤　幸　．男
〇三
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　西
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田
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木
田

高

・賢太郎
利

勝
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達

市・

講

義
滉
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暑稟讐護
丁丁三会人醜

…日たのへそ駅
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　　　知日業問乱離　　　鯛騨成

河
野
孝
行
氏
を
銘

　
郎
郎
勝
雄
通
郎
郎
吉
名
彦
正
雄
春
久
郎
詮
一
　
義
久
治
治
滉
蔵
明
　
義
男
一
進
市
男
均

名
一
次
　
太
”
　
　
勇
名
、
　
名

8
賢
金
　
増
利
隅
一
直
会
利
重
鶴
孫
義
賢
　
利
7
勝
勘
栄
唯
　
市
　
7
勝
猛
作
　
徳
幸

】
　
　
　
　
　
　
　
　
員
．
　
　
　
　
　
　
】
．
　
　
　
　
　
】

会
委
会
・
会

員
輪
中
田
本
木
林
木
直
生
田
城
木
本
辺
　
村
木
員
木
野
岐
玉
田
木
田
員
高
部
谷
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前
門
斐

委
・
　
　
　
　
　
　
厚
　
　
　
　
　
　
9
委
　
　
　
　
　
　
委
　
　
　
一

轍
　
　
　
　
　
　
　
教
・
　
　
　
　
　
　
済
　
　
　
　
　
　
設

総
三
田
畑
宮
黒
山
松
日
文
柏
小
黒
山
田
林
中
黒
磯
松
海
難
児
謝
謝
治
建
日
岡
渋
黒
三
野
甲
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◎
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○
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
0
．
　
　
　
　
　
　
　
◎
0
　
　
　
　
　
　
　
◎
○

’

．」

�
v
、
翁

．
智
　
　
午
後
に
は
員

　
訟
野
　
市
長
提
出
の
委

　
　
騨
四
議
案
の
審
A
耳

　
　
　
議
に
は
い
り
議

　
　
　
ま
し
た
が

蝿
駿
趨

　
　
　
つ
い
て
、
②

高
駅
名
も
、
こ
の
機
に
日
向
市
に
合
っ

た
駅
名
に
改
称
し
ょ
う
と
国
鉄
に
陳
情

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
富
四
駅

が
日
向
市
駅
に
、
岩
脇
駅
が
南
日
向
駅

と
改
称
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
祝
賀

会
が
先
月
二
十
五
日
駅
前
広
場
で
行
な
、

わ
れ
ま
し
た
。
」
9
＼
．
　
　
、
　
　
　
、

　
ま
た
当
a
は
、
、
駅
前
広
場
の
舗
装
工

事
も
完
成
し
、
．
そ
の
祝
賀
会
も
兼
ね
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
駅
前
広
場
の
舗
装

工
事
は
昨
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
も

の
で
、
工
費
は
六
百
五
十
万
円
、
覧
．
面
積

は
三
千
五
百
二
十
四
平
方
メ
1
ト
ル
で

駐
車
場
や
、
ビ
ロ
ー
な
ど
亜
熱
帯
植
物

の
茂
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
、
歩
道
な
ど

が
区
画
さ
れ
、
近
代
都
市
の
表
玄
関
と

し
て
恥
か
し
く
な
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。

，
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コ
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鶴
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

い
町
づ
く
り

・
防
犯
灯
も
蛎
ケ
所
に
設
置

　
市
内
財
光
寺
山
下
地
区

が
、
昨
年
8
月
県
防
犯
組

合
連
合
会
か
ら
、
防
犯
モ

デ
ル
地
区
に
指
定
（
県
内

で
1
5
ケ
所
を
指
定
）
さ
れ

て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
一
年

そ
の
間
、
区
民
の
一
体
と

な
っ
た
努
力
に
よ
っ
て
着
々
と
そ
の
実

績
を
あ
げ
日
向
市
内
で
は
も
と
よ
り
、

県
内
で
も
指
折
り
の
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
成
長
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
山
下
防
犯
モ
デ

ル
地
区
を
中
心
に
市
民
の
防
犯
思
想
も

高
ま
り
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
日
向
市

が
誕
生
す
る
の
も
、
そ
う
遠
く
は
な
い

も
の
と
期
待
か
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
山
下
防
犯
モ
テ
ル
地
区
が

歩
い
た
こ
の
一
年
間
の
努
力
の
あ
し
あ

と
を
、
み
な
さ
ん
に
参
考
ま
で
に
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
▽
一
年
間
の
活
動
状
況
△

　
昨
年
8
月
に
指
定
を
受
け
る
と
す
ぐ

初
総
会
を
開
き
、
支
部
長
に
は
区
長
の

長
友
勇
助
さ
ん
を
決
め
、
規
約
、
行
事

計
画
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
組
合

努
力
目
標
は
①
盗
難
、
犯
罪
の
防
止
、

②
交
通
事
故
防
止
、
③
青
少
年
の
健
全

育
成
、
④
防
火
、
⑤
暴
力
、
⑥
環
境
の

浄
化
の
各
事
項
の
防
止
に
あ
た
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
8
月
に
は
さ
っ
そ
く

「
山
下
防
犯
モ
デ
ル
地
域
」
と
書
い
た

標
柱
三
本
と
「
飛
び
出
し
注
意
、
禁

止
」
な
ど
の
標
識
を
立
て
、
防
犯
思
想

を
高
か
め
よ
う
と
布
5
㎝
、
長
さ
1
5
㎝

の
「
防
犯
組
合
員
章
」
な
ど
も
く
ば
り

ま
し
た
。

　
ま
た
9
月
に
は
夜
1
2
時
か
ら
役
員
、

消
防
団
員
、
警
察
な
ど
が
一
緒
に
な
っ

て
戸
締
り
を
よ
く
し
て
盗
難
を
な
く
そ

う
と
防
犯
診
断
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
区
内
か
ら
課
戸
を
抽
出
し
て

行
な
い
ま
し
た
が
、
約
3
5
％
が
不
完
全

で
そ
の
後
、
防
犯
映
画
、
講
演
会
を
た

び
た
び
催
し
た
結
果
、
現
在
で
は
区
内

”’轟、“
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罪
を
な

に
設
置

を
明
か

増
設
し

警
戒
に

い
ま
す

で
あ
る

塩
見
橋

約
四
五

白
線
を

ほ
と
ん

り
、
運

れ
、
歩

と
非
常

≡
｝
7
㌧
…
：
ξ
三
一
▼
三
一
一
≡
一
＝
2
一
≡
一
一
弓
一
≡
一
＝
5
≡
≡
三
三
一
＝
一
一
5
一
一
≡
＝

難購逢い
　
、

準基の当所。
間

　
　
　
ん
年

さ
で
せ
の

繋
講
黙

講
購
磁
髄
雪
論
調
傷
ば

申
と
請
免
ら
立
合
合
合
一
＝
一
有

へ
ん
申
、
か
場
場
場
場
合
合
所
a

係
せ
て
て
す
の
る
る
る
岩
場
を
辞

「
て
ま
め
し
で
随
い
い
い
る
る
産
士

つ
し
改
を
り
1
人
人
人
い
い
資
－

持
請
ず
請
お
者
2
3
4
人
人
定
出

け
申
必
申
と
険
が
が
が
5
6
固
鈷

だ
に
も
除
の
保
族
心
界
族
族
お
博

ん
と
人
免
次
被
家
家
家
家
家
な
二

か
ご
た
　
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
m

≡
昌
ゴ
一
一
≡
三
一
≡
一
≡
一
ξ
＝
≡
一
三
三
一
一
一
一
一
‘
一
≡
一
≡
一
一
≡
≡
一
一
σ
一
≡
　
「
二
＝
＝
＝
一
≡
ρ
一

▼
派
米
農
業
労
務
者
を
募
集
▲

　
市
農
林
課
で
は
、
い
ま
型
幅
農
業
労

務
者
の
募
集
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
農
村
の
優
秀
な
青
壮
年
を
米

国
加
州
に
派
遣
し
、
そ
の
報
酬
を
遂
次

出
身
市
町
村
農
協
に
送
金
貯
蓄
さ
せ
、

漏
国
後
は
進
ん
だ
米
国
の
農
業
技
術
を

と
り
い
れ
、
ま
た
送
金
貯
蓄
し
た
資
金

を
も
と
に
農
業
の
近
代
化
を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　
賃
金
は
一
時
間
一
ド
ル
（
約
三
百
六

〇
円
）
で
一
日
九
時
間
か
ら
十
時
間
働

き
ま
す
の
で
一
日
三
千
五
百
円
内
外
。

仕
事
は
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
イ
チ
ゴ

そ
の
他
野
菜
類
の
手
入
れ
で
す
。
・

　
ご
希
望
の
方
は
す
ぐ
農
林
課
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格
H
中
卒
以
上
の
青
壮
年
で

　
年
令
は
二
〇
才
～
三
〇
才
ま
で
の
身

　
体
強
健
な
も
の

▽
体
格
1
1
身
長
一
六
〇
傭
、
胸
囲
8
0
傭

　
体
重
5
0
吻
以
上
で
ト
ラ
コ
；
マ
、
結

　
上

　
触鵜即下

の

▽
渡
米
期
日
1
1
八
月
上
旬

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
市
農
林
課
ま

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

へ
◇
◇
不
動
産
登
記
は

んさなみの域地津々美

口
向
出
張
所
で

　
い
ま
ま
で
官
崎
地
方
法
難
都
農

出
張
所
で
取
扱
っ
て
い
ま
し
た
美

々
津
地
域
の
不
動
産
登
記
事
務
は

登
記
管
轄
の
変
更
で
六
月
一
日
か

ら
宮
崎
地
方
法
務
局
日
向
出
張
所

で
取
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
土
地
（
山
林
、
宅
地
、
田
畑
、

そ
の
他
）
の
売
買
で
登
記
さ
れ
る

と
き
、
そ
の
他
不
動
産
証
明
を
と

ら
れ
る
と
き
は
法
務
局
日
向
出
張

所
（
い
ま
の
市
役
所
隣
）
ま
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

簑で師民課差脚ま燃各支脈陣所へ印かんと年金止
す≡手帳持参のうえ申請してください。　　　　　　　　　　皇

　≡　なわ57年度で免除をうけた人の年金手帳は、年金係で保喜
　i…遷してありますので引きつづき38年度も申請したい人は印3

▼；かんだけ持って係へ申請手続をしてください。免除は年度弄

　　　　　　　　　　一　免除申請をして、免除を受けられる人の年間所得の基準三

　　　　　　　　　　　　被保険者1人の場合＝5万5千円以下　　　　　　　　　ぎ
代金国送そ秀つい務ぎ　家族が2人いる場合一9万円以下　　　　　　　　毫

難欝欝熱澗醒総懸厩1
と金を’次米。労▲5の人は該当しません。　　　　　　　　　　　毫

　　　　　　　　　　孟　以上が一応基準ですが、特別な事情がある場合は認定さ　｝

　　　で　▽▽▽▽　配れることになっていますので・免除を受けたい人で基準そ≡

おな二選申経核≡の他についてよくわからない場合は年金係でよくご相談く書
たお米考込費な……ださい。重ねてお知らせしますが、保険料は必ず納めなけ茎

1囎謙箋鱗落盤撃難岨面｝
さこ月旬六戸の5な損をされることになりますし、滞納処分を受ける場合も量

月Ilな≡ありますので次の納期限を充分ご承知のうえ早目に納入さ至
二二い寒れるようお願いしておきます。　　　　　　　　　　　多

古齢5◇保険料納付賑◇　　　　　毫
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「

の
少
年
犯
罪
を
分
析
し
て
み
ま

ま
ず
特
徴
と
し
て
低
年
令
層
が

い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
一
昨

は
二
十
才
未
満
で
も
中
、
高
校

し
た
の
ち
、
二
十
才
ま
で
の
者

し
て
い
る
の
か
大
部
分
で
あ
っ

反
し
、
昨
年
は
生
徒
児
童
か
全

十
二
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
と

へ
の
い
た
ず
ら
や
粗
暴
犯
な
ど

も
の
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す

で
原
因
別
に
み
て
み
ま
す
と
、

な
ど
の
欲
し
さ
、
う
ら
み
、
復

、
家
庭
放
任
、
で
き
ご
こ
ろ
、

に
し
げ
き
さ
れ
て
な
ど
が
原
因

て
い
ま
す
。

ら
の
犯
罪
を
具
体
的
に
二
、
三

み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
で
も
少
年

こ
と
か
と
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら

悪
さ
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
す
。

年
（
1
8
才
）
は
、
少
年
院
出
所

少
年
（
1
7
才
）
と
小
使
銭
欲
し

本
刀
と
腰
ナ
タ
を
持
っ
て
商
家

、
家
人
を
お
ど
し
目
か
く
し
を

にさ後①その述　に雑し遊　悪婦覧たがを年増す　ま少いはにはと　ま
侵に’Tのしへこな誌ゆ興次質女ののお卒まえと昨す年横年の戦昨警し最
入日B少凶たてれっ類う黒いな子七にこ業でて’年。のば々ぼ前年察た近

なくそう農薬事故
勿事故防止の注意十箇条勿

　稲の害虫防除に使用しております農薬

の内で、とくにパラチオン乳剤、粉剤や

ニツカリン乳剤などは毒物および劇物取

締り法によって規制を受け、個人で買う

ことも、使用することも、持っているこ

ともできないことになっています。

　日向市内でも昨年までこれら特定毒物

を使用したことで多数の人か中毒にかか

りました。

　稲のためには効果の高い、薬価の安い

本当によい農薬ですが、知識のない方や

適正を欠く方か使用し、まかりまちがう

と、とんだ事故を起してしまいます。

　ことしは一人の事故者もなく、無事に

最大の効果をあげたいと思います。

　▽特定毒物を撒布されるとき、また撒

　布後の取扱いについては次の10ケ条を

　よく守ってください▽

①防除班の結成届を提出した防除班だけ

　に、特定毒物の使用が許可されます。

②防除班の共同防除で実施すること、防

　除は公示期間中にすませることとし、

　許可され

　た期間中

　に早く行
　うこと。

③防除の責

任者は班長とし、班員の当日の健康状態

　に充分注意し婦女子、および病弱者は

　作業につけないこと　（とくに生理中の

　婦女子は作業につけないこと。）

④長時間同一部署にっけることなく交代

　や休けい時間を適当にとること。休け

　い中は飲食、喫煙はできるだけしない

　こと。　　．

⑤長ズボン、長袖ンヤツ、帽子、マスク

　等作業服装を完全にし石けんなどで露

　出部をよく洗うこと。石けんは作業班

　長で2ケ固い準備しておくこと。

⑥リヤカー等で農薬を運搬するときは、

　弁当など一緒にしないこと。

⑦原液の取扱い濃度を間違えることなく

　適正適量を適期に撒布すること。

⑥袖壁や空ビンは終了当日必ず農協に返

　すこと、また実施田には赤旗を立て、

　事後8日目にはとり除くこと。

⑨最悪の場合、事故者ができたときは、

　直ちに病院に連絡し、市農林課または

　農協に連絡すること。

⑩防除期間中、または事後のことについ

　ては学校にも連絡するが各家庭でも充

　分子供に注意すること。

以上のことを充分注意して共同で徹底防

除されるようお願いします。

　
　
　
　
な
く

　
　
　
　
そ
う

青
少
年
の
犯
罪
か
め
だ
っ
て
き

が
ま
と
め
た
資
料
に
よ
り
ま
す

一
年
間
、
県
下
で
少
年
の
非
行

、
戦
後
を
通
じ
て
最
高
の
件
数

っ
て
お
り
ま
す
。
大
人
の
犯
罪

増
え
も
し
な
い
が
へ
り
も
し
な

い
を
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て

犯
罪
は
急
激
に
増
加
し
て
お
り

も
っ
と
家
族
　
が
注
意
し
て

し
、
金
品
を
強
奪
し
た
の
ち
暴
行
を
加

え
た
。
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こ
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代
け
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休
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し

う
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
と
け

　
こ
る
る

・
．
三

　
1

一旧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三を内市談料

＿撚難語憲難1寓釜
　　　黙囎鰍三三芝藏肇磯
　　　　　　呼野難琵晶1曇1畿

　　・灘響灘輸稀鍛ギたと月
四
億
円
近
く
、
国
民
一
人
当
り
三
十
五

枚
が
流
通
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す

　
し
か
し
、
一
部
で
は
こ
の
一
円
貨
幣

が
不
足
し
て
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
て

い
て
、
こ
の
こ
と
は
一
円
貨
幣
の
大
部

分
が
み
な
さ
ん
の
手
元
に
退
蔵
さ
れ
て

お
り
、
机
の
ひ
き
だ
し
や
タ
ン
ス
の
ひ

き
だ
し
の
中
で
眠
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
大
蔵
省
で
は
、
造
幣
局
の
新
設
三
等

に
よ
り
一
円
貨
幣
の
増
鋳
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、
充
分
な
選
流
が
期
待
で
き

な
い
現
状
で
す
。
一
円
貨
幣
を
、
も
う

一
度
机
の
ひ
き
だ
し
、
タ
ン
ス
の
ひ
き

だ
し
の
隅
か
ら
陽
の
あ
た
る
場
所
に
出

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
一

卦
え
る
い
隊
　
の

少
年
犯
面
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非

②
M
少
年
（
1
4
才
）
は
転
校
中
学
生
で

日
頃
か
ら
同
級
生
に
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
腹
を
立
て
学
校
さ
え
な
け
れ

ば
と
思
い
、
自
宅
か
ら
灯
油
を
持
ち
出

し
学
校
に
放
火
し
た
が
未
遂
に
終
っ
た

③
A
少
年
（
1
6
才
）
は
汽
車
通
の
高
校

生
で
あ
る
が
、
男
女
関
係
の
露
骨
な
週

間
誌
に
し
げ
き
さ
れ
、
学
校
帰
り
の
女

子
中
学
生
を
尾
行
、
山
道
に
連
れ
こ
ん

だ
が
、
通
行
人
に
発
見
さ
れ
未
遂
に
終

っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
い
つ
れ
も
補
導

さ
れ
ま
し
た
が
家
庭
の
放
任
な
ど
が
原
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因
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
夜
ふ
か
し
も

多
く
な
り
、
婦
女
子
の
薄
着
も
め
だ
ち

そ
れ
に
つ
れ
て
犯
罪
も
多
く
な
る
季
節

で
す
。
家
族
み
ん
な
が
も
っ
と
注
意
し

合
っ
て
こ
う
し
た
犯
罪
を
少
し
で
も
少

な
く
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
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ご
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相
談
所
を
開
設

　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
七
月

か
ら
市
内
の
各
支
所
で
無
料
心
配
ご
と

相
談
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

　
　
　
．
．
3
＝
呂
＝
＝
＝
・
・
　
．
8
一
一
■
冨
一
＝
＝
．
　
　
　
．
一
8
一
■
■
一
一
．
．
．

欝
　
は
、》

　
単
位

　
な
位

　
お
り

　
額
も

民
一
弄

る
計
算

で
は
こ

と
の
声

は
一
円

手
元
に

だ
し
ゃ

っ
て
い

＿潔」・月1・月・月
円
貨
幣
を

　
　
も
っ
と

大
切
に

円
補
助
貨
幣

現
在
貨
幣
の

世
と
し
て
重
要

枇
置
を
し
め
て

ソ
そ
の
発
行
総

u
す
で
に
三
十

八
当
り
三
十
五

界
に
な
り
ま
す

」
の
一
円
貨
幣

戸
も
聞
か
れ
て

口
貨
幣
の
大
部

卜
退
蔵
さ
れ
て

v
タ
ン
ス
の
ひ

W
る
と
い
う
こ
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1協議会事務局
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匿脇支所凶・1・・日i28日

1美々津支所
1

日
日

ワ
6
Z
J

　
2

6日　　3日

25日　⑳日

　
生
活
苦
の
問
題
、
家
庭
問
題
、
土
地

問
題
な
ど
そ
の
他
何
ん
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
な
お
開
設
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す



　　饗
4　　撚

慧蕊薯そのままで

綴
説
よ
妨
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
衛
生
課
が
昭
和
三
十
八

唱
，
、
．
が
　
　
　
　
　
年
度
の
定
期
結
核
健
康
診
断

碍
論
う
　
　
　
　
　
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
次
の
日

　蜘

V
欝
糠

耀
　
　
　
班
長
さ
ん
を
通
じ
、
配
布
し

鍔
　
響
け
薩
梵
筋
讐
触
欝

隙
　
　
　
当
日
各
人
ご
と
切
取
っ
て
こ
の
受
診
票
．

“
’
　
　
，
を
受
付
け
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

鍵
　
　
　
　
な
お
、
受
診
票
が
届
か
な
い
場
合
で

汎一

@
　
　
も
当
日
受
付
け
へ
申
し
出
れ
ば
受
診
で

燃
き
繋
都
は
・
向
市
内
に
摩
・
全

懸
　
所
譲
…
館
　
．
館

璽轡1一・門響響彌際郷辱獣ず罪驚：野響

昭和31年9月第3種郵便物認可．

騨『㌢

市
民
で
す
が
、
小
中
高
校
生
、
官
公
署

事
業
所
な
ど
に
勤
め
て
い
て
定
期
の
レ
・

ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け
て
い
る
も
の
、

六
才
未
満
の
乳
幼
児
は
除
き
ま
す
。

　
料
金
は
無
料
、
日
程
は
表
の
と
お
り

で
す
。

一一
Z
建
築
士
の
試
験

　
一
級
、
二
級
建
築
士
の
試
験
が
次
の

と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。
受
験
ご
希
望

の
方
は
早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▽
一
級
建
築
士
“
申
込
み
受
付
け
は
六

・
．
月
二
十
日
か
ら
ご
十
九
日
ま
で
。
試

　
験
は
八
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の

　
両
日
福
岡
、
熊
本
、
大
分
、
鹿
児
島

　
の
四
ケ
所
で
。

場 所　月・日i時 間　場 所

畑浦公民館．．一i　　－i1時～三時　直松公民箪一．

麺で方公民憩17月12日19時M1時301飯谷巨星館

駿罐証し月13講…1翻毒雛譲一

繕灘一練紅瞳ゴ1懇到鹿公民館

・向営林署前i　三一・堂金・浜公璃

毒軽愚鍵ll器無論1熱熱∬．

　　　　　　　　　　11時～4時　　　　　　　　　　　　　　　　　　公民館　柏田工場前

門遜横1，月1B。・塒一1嘲｛鵜毛公民館

　　　　　　　　　　　

奮戦器諏撫継漆監
五黙想1，月，。白灘叢羅購τ

難響・吻豫墨麗難

業

美々 ｨ育所前i・月蜘嚇一1領置愚民館＿

購攣1，脚』隷欝鰍罠欝

円則時 間陽 所

16月24日層

．il羅

6月2丞

、

6月28日

6月29日

7月1日

7月2日　　〃　　　東映劇場前

・月・日』
�ﾟ11鷺30養性

7月4日

撫翻離縁
9時～3時　曾根公民館
9時～11時30櫛の山住蚕齢

1時一・時鵠車強横

9時～12時　日向営林署前

9時～3時　上原町遊園地

9時㌣11時曇日向警察署横

1時一、時騨甑匠＿

i；暑碧鑑叢

1屠劉携鐸藷；墨書踏
・月・日1三一・時i美々葎育所前

・即・牒1藩鵬墜攣1
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▽
二
級
建
築
士
腿
申
込
み
受
付
け
は
六

　
月
三
日
か
ら
二
十
二
日
目
で
。
試
験
・

　
は
七
月
．
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
両

　
日
、
宮
崎
市
、
都
城
市
の
ニ
ケ
所
で

　
申
込
み
は
県
土
木
事
務
所
を
通
じ
て

，
県
建
築
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
二
級
建
築
士
に
つ
い
て
は
、
い

ま
毎
週
日
曜
日
土
木
事
務
所
で
受
験
講

習
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

初夏の大掃除

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
、
そ
し
て
夏

に
か
け
て
伝
染
病
の
最
も
多
い

時
期
に
な
り
ま
す
。

　
市
衛
生
課
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
伝
染
病
多
発
生
時
期
に
さ
き

が
け
て
初
夏
の
大
掃
除
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
地
区
ご
と
清
掃
日
を
計
画
し

て
衛
生
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
と
消
毒
に
お
う
か
が
い
し
ま
．
す

　
全
家
庭
が
洩
れ
な
く
清
掃
を
行
な
い

伝
染
病
の
な
い
住
み
よ
い
夏
を
す
ご
し

ま
し
ょ
う
。

水
田
用
の
稚
鯉
を
配
布

　
　
　
牢
込
み
は
1
8
8
ま
で
に

　
市
商
工
水
産
課
が
、
こ
と
し
も
水
田

用
の
稚
鯉
を
配
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
県

淡
水
漁
業
指
導
所
で
育
て
．
た
も
の
で
、

‘一

�
魔
閧
ﾌ
値
段
、
申
込
み
期
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。
養
殖
ご
希
望
の
方
は

市
商
工
水
産
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
期
日
1
1
六
月
十
八
日
ま
で

▽
値
段

　
黒
鯉
三
、
五
傷
1
1
一
尾
一
円

　
三
国
五
、
○
傭
1
1
一
尾
二
円

．
色
鯉
三
、
五
傭
1
1
一
尾
一
円
五
〇
銭

　
色
鯉
五
、
0
㎝
1
1
一
尾
三
円

を
ー
ー
ご
利
用
く
だ
さ
い

囎
小
潮
懸
難
聾
羅

小
が
、
五
月
二
十
九
日
起
呼
絢
市
、

‘
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珍春の仔牛せり市勿

昨年より8千円の安比

　東臼杵郡内一週一町五三（日向、門川、北郷、

南概西郷、東郷、諸塚）の春の仔牛セリ市は、

先月18日目ら⑳日までの3日間、市内財光寺日向家

畜市場で行なわれました。最高はメス牛の11万

円、最低もやはりメス牛のち千3百円で、均平は

，2万9千52円。昨年の同期と比べると如％忌約8

千円の安値でした。

・
毒
騨

、
　
・

宮
崎
県
信
用
保
証
協
会
、
な
ら
び
に
宮

崎
銀
行
日
向
支
店
、
日
向
市
信
用
組
合

の
間
で
結
ば
れ
ま
し
た
の
で
、
市
で
は

再
び
申
小
企
業
者
に
対
し
て
小
口
融
資

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
金
額
は
一

企
業
者
一
口
二
十
万
円
以
内
、
利
息
は
・

保
証
料
を
含
み
日
歩
2
銭
8
厘
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
小
企
業
者
の
み
な
さ
ん

で
資
金
面
に
お
困
り
の
方
は
こ
の
制
度

を
大
い
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
市
商
工
課

で
は
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
な
お
く
わ

し
い
こ
と
は
市
商
工
水
産
課
か
中
小
企

業
相
談
所
（
T
E
L
四
〇
六
六
）
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

望
農
家
の
み
な
さ
ん
へ
盗

　
水
稲
の
共
済
細
目
書
は
早
目
に
．

　
農
家
の
み
な
さ
ん
、
毎
日
ご
多
忙
の

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
い
ま
市
農
林
課
で
は
、
各
区
の
区
長

さ
ん
を
通
じ
水
陸
稲
の
共
済
細
目
書
を

お
く
ば
り
し
て
取
ま
と
め
を
急
い
で
い

ま
す
コ
農
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
い
て

水
陸
稲
の
完
全
引
受
け
を
実
施
し
ま
す

奪
尺
の
こ
と
に
注
意
し
て
昂
目
起

　
、
、

　
　
㌧
舶

出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
提
出
期
日
1
一
六
月
二
十
日

目
提
出
先
1
一
市
農
林
課
、
ま
た
は
各
支
．

　
所
、
出
張
所
の
窓
口

▽
注
意
事
項
皿
④
耕
作
面
積
は
畝
ど
め

　
の
こ
と
、
◎
基
準
反
収
は
一
石
当
り

　
百
五
十
勿
で
計
算
す
る
こ
と
、
㊨
早

　
期
水
稲
耕
作
地
は
摘
要
欄
に
○
印
を

　
つ
け
る
こ
と
、
㊥
細
目
書
は
各
区
実

　
行
組
合
長
へ
一
括
提
出
の
こ
と
、
㊨

　
申
告
も
れ
、
ま
た
実
態
調
査
に
よ
る
．

　
強
制
引
受
け
の
場
合
は
災
害
が
発
生

　
し
て
も
補
償
の
対
象
に
は
な
ら
な
い

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

　
　
掛
金
納
入
も
早
目
に

　
ま
た
農
業
共
済
各
種
掛
金
未
納
の
方
　
．

は
早
目
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期

限
後
は
日
歩
三
銭
の
延
滞
金
が
加
算
ざ

れ
ま
す
。
な
お
納
入
方
法
は
共
済
掛
金

納
入
組
合
を
結
成
き
れ
る
の
が
最
も
有
．

利
で
す
。
こ
の
方
法
を
で
き
る
だ
け
と

ら
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
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